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キ
ー
ワ
ー
ド　

甲
骨
文
字　

大
司
空
村　

簡
冊
狀
刻
辭

呼
稱　

河
南
安
陽
市
殷
墟
大
司
空
村
出
土
刻
辭
牛
骨　

安
陽
殷
墟
大
司
空
村
出
土

牛
骨
刻
辭　

安
陽
殷
墟
大
司
空
村
出
土
刻
辭
牛
骨　

安
陽
大
司
空
村
新
出
刻
辭
胛

骨　

大
司
空
村
出
土
牛
骨
刻
辭　

殷
墟
大
司
空
村
出
土
胛
骨　

殷
墟
大
司
空
村
出

土
胛
骨
卜
辭

時
代　

殷
代
後
期
（
第
一
期
）

出
土　

二
〇
一
〇
年
九
月
、中
國
社
会
科
學
院
考
古
硏
究
所
安
陽
工
作
隊
に
よ
り
、

大
司
空
村
東
北
（
次
圖
〔
①
何
毓
靈
一
一
六
頁
）
を
參
照
〕
に
所
在
す
る
深
さ
１

m
ほ
ど
の
灰
坑
（H

37

）
か
ら
諸
種
の
土
器
な
ど
と
と
も
に
發
掘
さ
れ
た
。

收
藏　

中
國
社
会
科
學
院
考
古
硏
究
所

著
錄　

何
毓
靈
「
河
南
安
陽
市
殷
墟
大
司
空
村
出
土
刻
辭
牛
骨
」（『
考
古
』

甲
骨
文
通
解河

南
安
陽
市
殷
墟
大
司
空
村
出
土
刻
辭
牛
骨

落　
　

合　
　

淳　
　

思
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二
〇
一
八
年
第
三
期
）

考
釋

①
何
毓
靈
「
河
南
安
陽
市
殷
墟
大
司
空
村
出
土
刻
辭
牛
骨
」（
前
掲
。
中
國
考
古
、

http://kaogu.cssn.cn/zw
b/xsyj/yjxl/qt/201805/t20180504_4257640.

shtm
l　

の
ほ
か
、
搜
狐
、http://w

w
w
.sohu.com

/a/230877007_199807　

な

ど
多
く
の
サ
イ
ト
で
閲
覽
可
能
）

②
付
強
「
說
安
陽
殷
墟
大
司
空
村
出
土
牛
骨
刻
辭
的
〝
散
子
宋
〞」（
簡
帛
網
、

二
〇
一
八
年
（
5
月
1
日
）。http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.

php?id=
3067

）

③
付
強「
安
陽
殷
墟
大
司
空
村
出
土
刻
辭
牛
骨
釋
文
補
正
」（
簡
帛
網
、
二
〇
一
八

年
（
5
月
1
日
）。http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=

3069

）

④
張
惟
捷「
安
陽
大
司
空
村
新
出
刻
辭
胛
骨
補
釋
」（
先
秦
史
硏
究
室
、
二
〇
一
八

年
（
5
月
1
日
）。http://w

w
w
.xianqin.org/blog/archives/10165.htm

l

）

⑤
付
強「
安
陽
殷
墟
大
司
空
村
出
土
牛
骨
刻
辭
再
釋
」（
先
秦
史
硏
究
室
、
二
〇
一
八

年
（
5
月
2
日
）。http://w

w
w
.xianqin.org/blog/archives/10426.htm

l

）

⑥
付
強
「
說
安
陽
殷
墟
大
司
空
村
出
土
牛
骨
刻
辭
的
〝
有
司
〞」（
先
秦
史
硏
究
室
、

二
〇
一
八
年
（
5
月
4
日
）。http://w

w
w
.xianqin.org/blog/archives/

10469.htm
l

）

⑦
王
寧
「
大
司
空
村
出
土
牛
骨
刻
辭
釋
文
訂
補
及
討
論
」（
先
秦
史
硏
究
室
、

二
〇
一
八
年
（
5
月
5
日
）。http://w

w
w
.xianqin.org/blog/archives/10513.

htm
l

）

⑧
吳
雪
飛
「
殷
墟
大
司
空
村
出
土
胛
骨
中
的
〝
從
止
從
矢
〞
之
字
」（
簡
帛
網
、

二
〇
一
八
年
（
5
月
10
日
）。http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id

=
3079

）

⑨
顏
世
鉉
「
說
殷
墟
大
司
空
村
出
土
胛
骨
卜
辭
的
〝
疾
〞
字
」（
簡
帛
網
、

二
〇
一
八
年
（
5
月
16
日
）。http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id

=
3098

）

※
こ
れ
ら
の
う
ち
、
全
體
の
字
釋
を
お
こ
な
っ
た
の
は
①
・
④
・
⑦
の
み
で
あ
り
、

ほ
か
は
個
別
の
文
字
や
熟
語
の
解
釋
で
あ
る
。
ま
た
①
は
字
釋
の
み
を
擧
げ
、
字

義
に
つ
い
て
詳
細
に
は
述
べ
て
い
な
い
。

形
狀不

等
邊
四
角
形
狀
で
、
正
面
か
ら
見
て
、
左
邊
が
本
來
の
牛
骨
の
外
邊
で
あ
り
、

ほ
か
は
斷
裂
し
た
部
分
で
あ
る
。
左
邊
九
・
五
㎝
、
上
邊
九
・
二
㎝
、
右
邊
六
・

三
㎝
、
下
邊
六
・
五
㎝
。
反
面
に
は
鑿
が
一
つ
と
燒
灼
痕
が
あ
り
、
そ
れ
に
對
應

し
て
正
面
に
は
卜
兆
（
ひ
び
割
れ
）
が
見
ら
れ
る
。
刻
辭
は
牛
骨
の
向
き
が
通
常

と
上
下
逆
で
あ
り
、
下
部
が
骨
臼
の
方
向
に
な
っ
て
い
る
（
次
圖
〔
①
何
毓
靈

一
一
九
頁
〕
を
參
照
）。
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刻
辭正

反
兩
面
に
彫
刻
さ
れ
て
お
り
、
正
面
に
一
四
行
五
七
字
、
反
面
に
七
行
三
八

字
が
あ
る
（
缺
損
に
よ
り
判
讀
で
き
な
い
文
字
は
數
え
て
い
な
い
）。
文
字
に
は

塗
墨
さ
れ
て
い
る
。
字
形
は
全
體
的
に
第
一
期
典
型
賓
組
に
近
く
、
そ
の
時
期
の

製
作
と
推
定
さ
れ
る
。

①
何
毓
靈
は
、
反
面
の
鑿
が
刻
辭
を
打
破
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
廢
棄
さ
れ
た

卜
骨
に
刻
し
た
も
の
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
刻
辭
は
占
卜
の
後
に
お
こ
な
わ
れ
る

の
で
、
こ
の
推
定
は
論
理
的
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
通
常
と
は
上
下
逆
に
刻
辭
さ

れ
、
し
か
も
正
面
に
つ
い
て
は
骨
の
上
下
方
向
に
對
し
て
平
行
に
な
っ
て
い
な
い

（
前
掲
圖
八
な
ど
を
參
照
）
こ
と
か
ら
遊
戲
的
な
習
刻
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
廢

棄
さ
れ
た
卜
骨
で
あ
る
こ
と
は
結
果
的
に
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。習
刻
な
の
で
、

ど
の
程
度
、
事
實
を
反
映
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
内
容
に
は
一
貫

性
が
あ
り
、
事
實
と
し
て
も
矛
盾
の
な
い
記
述
で
あ
る
。

本
件
は
一
行
ず
つ
に
分
け
て
多
く
の
行
に
わ
た
っ
て
刻
辭
さ
れ
て
い
る
が
、
通

常
の
甲
骨
文
字
で
は
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
は
な
い
。
①
何
毓
靈
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
通
常
の
甲
骨
文
字
（
卜
辭
）
の
形
式
で
は
な
く
、
一
種
の
習
刻
と

推
定
さ
れ
る
が
、
作
ら
れ
た
經
緯
は
不
明
で
あ
る
。
筆
者
は
、
簡
冊
（
竹
簡
を
束

ね
た
も
の
）
に
記
し
た
狀
態
を
模
し
た
も
の
と
考
え
る
。
殷
代
の
簡
冊
は
發
見
さ

れ
て
い
な
い
が
、
甲
骨
文
字
に
は
簡
冊
の
象
形
で
あ
る
冊
（
Π
）
が
見
ら
れ
、
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。

な
お
、
上
下
が
缺
損
し
て
い
る
た
め
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
も
し
一
連
の
文
章

で
あ
る
と
す
れ
ば
、こ
れ
ま
で
發
見
さ
れ
た
殷
代
の
同
時
代
文
字
資
料
と
し
て
は
、

最
長
の
文
章
と
な
る
。

反　面
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記
号
に
つ
い
て
、

は
缺
損
部
分
お
よ
び
外
緣
部
で
あ
り
、
…
は
刻
辭
が
あ
る

が
文
字
が
特
定
で
き
な
い
部
分
で
あ
る
。
ま
た
硏
究
者
に
よ
っ
て
行
の
數
え
方
が

異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
行
の
區
分
は
①
何
毓
靈
に
從
い
、
さ
ら
に
數
字
（
反

面
は
ロ
ー
マ
數
字
）
を
付
し
た
。
前
頁
の
拓
本
は
、
①
何
毓
靈
を
元
に
筆
者
が
數

字
・
ロ
ー
マ
數
字
を
付
し
た
。

正
面

⑴　

…

⑵　

…
才
（
在
）
之
曰
牧

⑶　

令
牧

曰
…

⑷　

乞
（
迄
）
女
（
毋
）
Β
（
往
）

Δ
（
茲
）
行

⑸　

…
水
隹
（
惟
）

山

          

⑹　

隹
（
惟
）
Τ
Ω
（
何
）
正
（
征
）

隹
（
惟
）

⑺　

若
（
諾
）
之
Γ
有
司
令
水

     

⑻　

司
令
弗
衣

⑼　

至
咸
涉
水
…

⑽　

之
Γ
山
Л
（
散
）
子
С
（
宋
）

⑾　

Γ
余
乃
司

⑿　

（
觀
）
υ

⒀　

雹
亡

⒁　

…

反
面

ⅰ　

乍
（
作
）
若
（
諾
）
之
Γ
有
司
令
…

ⅱ　

…
勿
其
隹
（
惟
）
余
爵
…

ⅲ　

之
二
人
曰
Н
（
盥
）
每
（
悔
）
亦

ⅳ　

…
Δ
（
茲
）
每
（
悔
）
山
敗
子

ⅴ　

О
（
囿
）
勿

（
禍
）
女
（
毋
）
弗
…

ⅵ　

敗
子
Т
（
宋
）
以
黽

ⅶ　

…
三
日
Р
迺

⑴　

…

④
張
惟
捷
は
「
二
」
と
す
る
が
、
別
字
の
一
部
の
可
能
性
も
あ
り
、
①
何
毓
靈

は
文
字
を
特
定
し
て
い
な
い
。
⑦
王
寧
は
下
文
（
⑺
な
ど
）
を
參
考
に
し
て
「
若

之
一
Γ
」
の
文
字
列
と
す
る
が
、
他
で
は
之
と
Γ
の
間
に
「
一
」
を
入
れ
て
お
ら

ず
、
こ
れ
も
贊
成
し
が
た
い
。
暫
く
「
…
」
と
す
る
。

⑵　

…
才
（
在
）
之
曰
牧

①
何
毓
靈
は
才
（
在
）
の
上
を
釋
し
て
い
な
い
が
、
④
張
惟
捷
は
寫
眞
を
元
に

蜀
の
初
文
の
Α
（
Ζ
）
と
す
る
。
ま
た
⑦
王
寧
は
Γ
の
一
部
と
見
な
す
。
い
ず
れ

と
も
斷
じ
が
た
く
、
暫
く
「
…
」
と
す
る
。
な
お
、
④
張
惟
捷
は
Α
を
「
旬
」
の

意
味
と
す
る
が
、
甲
骨
文
字
で
は
十
日
間
を
表
す
旬
の
初
文
の
「
Ε
」（
楷
書
の

う
ち
勹
の
部
分
に
あ
た
る
）
と
地
名
と
し
て
使
わ
れ
る
蜀
の
初
文
の
Α
（
Ζ
）
に
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一
〇

は
用
法
に
明
確
な
違
い
が
あ
る（
本
稿
で
は
甲
骨
文
字
の
用
法
が
明
ら
か
な
場
合
、

用
例
の
提
示
を
省
く
。
詳
し
く
は
拙
著
『
甲
骨
文
字
辭
典
』〔
朋
友
書
店
、

二
〇
一
六
年
、
第
二
版
二
〇
一
八
年
〕
を
參
照
）。
牧
に
つ
い
て
は
次
の
⑶
で
述

べ
る
。

⑶　

﹇
有
司
﹈
令
牧
。

曰
…

④
張
惟
捷
は
下
文
（
⑺
な
ど
）
を
參
考
に
し
て
「
令
」
の
上
に
「
有
司
」
が
あ

る
と
し
、
⑦
王
寧
も
こ
れ
に
從
う
。
他
の
三
箇
所
の
「
令
」
は
す
べ
て
上
に
「
有

司
」
が
あ
る
の
で
、
矛
盾
の
な
い
解
釋
で
あ
る
（
有
司
に
つ
い
て
は
⑺
を
參
照
）

「
牧

」
の
部
分
に
つ
い
て
、
④
張
惟
捷
は
「
牧
」
を
牧
官
と
し
、

を

私
名
と
す
る
。
ま
た
、
⑦
王
寧
も
同
樣
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
存
の
甲
骨
文
字
で

は
「
牧
」
を
官
名
で
使
っ
た
例
が
な
い
。
④
張
惟
捷
が
例
示
し
た
「
呼
牧
于
朕
芻
」

（『
甲
骨
文
合
集
』
一
四
八
）
に
つ
い
て
も
、「
芻
」
が
草
（

）
を
集
め
る
樣
子

の
會
意
文
字
で
あ
る
か
ら
、「
呼
び
て
朕
が
芻
（
集
め
た
牧
草
あ
る
い
は
牧
草
を

集
め
る
場
所
）
に
牧
せ
し
め
ん
か
」
と
訓
ず
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

甲
骨
文
字
で
は
牧
に
固
有
名
詞
の
用
法
が
あ
る
（
例
え
ば
『
甲
骨
文
合
集
』

一
四
一
四
九
）
の
で
、
暫
く
「
牧
に
令
す
」
と
讀
む
が
、
原
義
の
牧
畜
の
用
法
で

「
令
し
て
牧
せ
し
む
」
の
可
能
性
も
あ
る
（
前
行
も
「
牧
せ
し
む
る
を
曰
う
」
の

可
能
性
が
あ
る
）。
な
お
、
③
付
強
も
「
牧
…
…

冊
…
…
登
人
敦
…
…
」（『
甲

骨
文
合
集
』
七
三
四
三
）
を
牧
官
の
例
と
し
て
擧
げ
る
が
、「
沚
馘

冊
王
從
伐

土
方
…
…
」（『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』
五
四
五
。
沚
馘
は
人
名
で
沚
が
領
地
名
、
馘

が
個
人
名
）
な
ど
の
例
で
は
「

冊
」
の
主
語
が
人
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合

も
や
は
り
「
牧
」
を
固
有
名
詞
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
な
お
牧
が
領
地
名
、

が
個
人
名
と
い
う
可
能
性
も
否
定
は
で
き
ず
、
こ
の
場
合
に
は
「﹇
有
司
﹈

牧

に
令
し
て
曰
く
…
」
と
い
う
訓
讀
に
な
る
）。

に
つ
い
て
は
、
以
上
の
う
ち
い
ず
れ
の
讀
み
方
で
も
固
有
名
詞
（
人
名
）

と
な
る
。
た
だ
し
、
既
存
の
甲
骨
文
字
に
は
見
え
な
い
形
で
あ
り
、
成
り
立
ち
に

は
諸
說
あ
る
。
④
張
惟
捷
は
Η
（
Θ
）
の
一
部
を
使
っ
た
文
字
と
し
、
⑦
王
寧
は

竹
（
Ι
）
を
使
っ
た
文
字
で
「
宰
」
の
異
體
と
す
る
。
い
ず
れ
も
字
形
の
み
か
ら

の
連
想
で
あ
り
、
確
實
な
論
拠
は
な
い
。
甲
骨
文
字
の
類
似
形
に
は
他
に
搜
の
初

文
の
叟
（
Κ
）
や
使
の
初
文
の
吏
（
Λ
）
な
ど
が
あ
る
。

末
尾
の
文
字
に
つ
い
て
、
拓
本
は
吉
（
Ξ
）
の
異
體
（
Ο
）
に
見
え
る
た
め
、

①
何
毓
靈
・
⑦
王
寧
は
「
吉
」
と
釋
す
が
、
寫
眞
で
は
上
部
に
横
畫
が
あ
る
よ
う

に
も
見
え
、
ま
た
下
部
は
四
角
形
の
よ
う
な
の
で
、
享
の
初
文
の

（
Μ
）
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
④
張
惟
捷
が
述
べ
る
よ
う
に
敦
の
初
文
（
Σ
）
な
ど
の

可
能
性
も
あ
る
。

⑷　

乞
（
迄
）、
女
（
毋
）
Β
（
往
）

。
Δ
（
茲
）
行

「
乞
」
に
つ
い
て
、
⑦
王
寧
は

に
通
じ
て
助
字
と
し
て
の
「
將
」
の
意
と
す

る
が
、
既
存
の
甲
骨
文
字
に
そ
の
よ
う
な
用
法
は
見
ら
れ
な
い
（
そ
も
そ
も
甲
骨

文
字
に
は
所
謂「
再
讀
文
字
」に
該
當
す
る
助
動
詞
的
助
字
が
全
く
見
ら
れ
な
い
）。

甲
骨
文
字
で
は
「
い
た
る
」
の
意
味
の
動
詞
あ
る
い
は
助
字
的
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
④
張
惟
捷
が
「
迄
」
と
釋
し
た
の
が
妥
當
で
あ
る
。

「
女
」
に
つ
い
て
、
⑦
王
寧
は
乞
を
將
の
意
と
す
る
こ
と
か
ら
二
人
稱
の
「
汝
」
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と
釋
す
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
適
當
で
は
な
い
。
甲
骨
文
字
で
は
、「
女
」
は
「
お

ん
な
」
や
「
む
す
め
」
な
ど
の
意
味
に
も
使
わ
れ
る
が
、「
母
」
と
同
源
字
で
あ
り
、

そ
の
字
音
を
借
り
て
否
定
助
字
（「
毋
」
の
意
味
）
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

下
に
続
く
文
字
が
動
詞
の
Β
（
往
）
な
の
で
、
こ
こ
は
否
定
助
字
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

に
つ
い
て
は
、
人
が
か
が
ん
だ
姿
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
①
何
毓
靈
は

「
勹
」
と
隷
定
し
「
伏
」
と
釋
し
て
お
り
、ほ
か
の
硏
究
者
も
字
釋
は
こ
れ
に
從
う
。

な
お
、
既
存
の
甲
骨
文
字
に
も
類
似
形
の
「
Ρ
」
が
あ
る
が
、
本
件
と
は
異
な
り

祭
祀
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
④
張
惟
捷
・
⑤
付
強
は
出
行
す
る
意
味
の
動
詞

と
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
「
往
」
と
の
連
語
に
な
る
の
で
、「
往
」
の
目
的
を

記
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
文
意
が
明
ら
か
で
は
な
く
な
る
。
⑦
王
寧
は

「
服
」
に
通
じ
て
「
從
事
」
あ
る
い
は
「
執
行
」
の
意
味
と
し
、「

（
將
）
女
（
汝
）

服
茲
行
」
と
釋
す
が
、「
往
」
が
拔
け
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、「
往
」
と
「
行
」

が
同
樣
の
語
な
の
で
、「
往
」
を
入
れ
る
と
や
は
り
文
意
が
通
じ
な
く
な
る
。
字

義
だ
け
で
は
な
く
品
詞
も
確
定
で
き
な
い
の
で
、
樣
々
な
讀
み
方
が
可
能
に
な
る

が
、暫
く

を
出
行
と
は
別
の
動
詞
（
字
義
未
詳
）
と
し
、こ
こ
で
文
を
切
り
、

「
往
き
て

す
る
毋な

し
。
茲こ

れ
…
に
行
く
」
と
訓
讀
す
る
。
こ
の
方
法
で
あ
れ

ば
、
毋
は
「
往
」
の
み
に
か
か
る
の
で
、
省
略
を
想
定
せ
ず
に
文
意
を
把
握
で
き
、

ま
た
下
文
⑻
と
も
矛
盾
は
な
く
な
る
。

「
Δ
」
は
「
茲
」
の
初
文
で
あ
り
、
甲
骨
文
字
で
は
連
體
修
飾
語
ま
た
は
三
人

稱
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
後
者
の
用
法
で
あ
ろ
う
。

⑸　

﹇
涉
﹈
水
。
隹
（
惟
）

、

山

冒
頭
部
分
に
つ
い
て
、
①
何
毓
靈
は
字
形
通
り
に
「
止
」
と
釋
す
が
、
下
文
の

⑼
と
比
較
す
れ
ば
④
張
惟
捷
・
⑦
王
寧
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
涉
」
の
一
部
と
見

る
べ
き
で
あ
る
、「
水
」
は
原
義
が
河
川
で
あ
り
、「
涉
」
と
あ
わ
せ
て
渡
河
を
表

し
て
い
る
。

は
初
出
の
形
で
あ
り
、
④
張
惟
捷
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
甲
骨
文
合
集
』

八
二
八
七
に
類
似
形
が
あ
る
が
、甲
骨
自
體
の
缺
損
に
よ
り
字
義
は
不
明
で
あ
り
、

ま
た
同
一
字
で
あ
る
こ
と
も
確
證
が
得
ら
れ
な
い
。
⑦
王
寧
は

（
こ
て
）
を

使
っ
て
屋
内
に
涂
刷
す
る
形
と
考
え
て
「
涂
」
と
釋
し
、
さ
ら
に
「
途
」
に
通
じ

る
と
す
る
が
、
甲
骨
文
字
に
は
す
で
に
途
の
初
文
の
「
Χ
（
Φ
）」
が
あ
り
、
敢

え
て
別
字
を
使
う
理
由
が
な
い
。
暫
く
何
ら
か
の
動
詞
と
す
る
（
地
名
の
可
能
性

も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
「
水
を
﹇
涉
り
﹈、
惟
れ

た
り
」
と
い
う
訓
讀
に

な
る
）。も

既
存
の
甲
骨
文
字
に
は
例
の
な
い
字
形
で
あ
る
。
兪
（
Υ
）
に
足
の
形

の
「
止
」
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
何
毓
靈
ら
は
「
逾
」
の
初
文
と
見
な
し

て
い
る
。「
逾
」
の
初
出
は
現
狀
の
資
料
で
は
戰
國
時
代
で
あ
り
（
高
明
・
涂
白

奎
編
『
古
文
字
類
編
（
縮
印
增
訂
本
）』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
直

接
の
繼
承
關
係
は
確
實
で
は
な
い
が
、
諸
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「

山
」
は

「
涉
水
」
に
對
應
す
る
語
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
こ
え
る
」
を
意
味
す
る
動
詞
と

す
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
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⑹　

隹
（
惟
）
Τ
。
Ω
（
何
）
正
（
征
）

。
隹
（
惟
）

「
Τ
」
に
つ
い
て
、
④
張
惟
捷
は
Ψ
と
同
字
と
し
て
地
名
と
す
る
が
、
甲
骨
文

字
で
は
Τ
と
Ψ
に
用
法
の
相
違
が
あ
り
、
Ψ
は
地
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、

Τ
は
吉
凶
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
帝
諾
さ
ず
、
Τ
な
る
か
」（『
甲
骨
文

合
集
補
編
』
四
三
五
一
）
の
よ
う
な
例
が
あ
り
、
凶
事
の
意
味
と
推
定
さ
れ
る
。

⑦
王
寧
は
甲
骨
文
字
の
用
例
を
全
く
擧
げ
ず
、
西
周
金
文
の
用
例
か
ら
「
仇
」
の

意
味
と
し
、さ
ら
に
『
爾
雅
』
釋
詁
か
ら
「
合
」
と
す
る
が
、無
理
な
解
釋
で
あ
る
。

Ω
（
何
）
は
地
名
で
あ
る
が
、
甲
骨
文
字
で
は
そ
の
領
主
も
同
名
で
呼
稱
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
時
期
（
第
一
期
〜
第
三
期
）
に
見
え
る
。
殷
代
後
期
を
通
し
て

王
朝
の
支
持
勢
力
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
Ω
（
何
）
は
人
が
荷
物
を

背
負
っ
た
姿
で
あ
り
、
原
義
は
後
代
に
言
う
「
荷
」
に
相
當
す
る
。

は
地
名
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
何
に
よ
る
征
伐
の
對
象
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、『
甲
骨
文
合
集
』
一
八
七
五
五
に
「
α
」
が
見
え
、
④
張
惟
捷
は

を

意
符
と
す
る
形
声
文
字
と
見
な
す
。
明
確
な
矛
盾
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
一
例
し

か
見
え
な
い
文
字
で
あ
り
、
ま
た
後
代
に
繼
承
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
確
證
は
得

ら
れ
な
い
。⑦
王
寧
は

を
肉
・
阜
か
ら
成
る
文
字
と
す
る
が
、左
邊
は
肉（
β
）

で
は
な
い
。

本
件
は
往
・
行
・
涉
な
ど
移
動
に
関
係
す
る
動
詞
が
多
く
あ
り
、
ま
た
地
理
的

な
情
報
も
多
い
。
さ
ら
に
、
本
行
の
よ
う
な
軍
事
的
な
記
述
も
あ
り
、
全
体
と
し

て
戦
争
に
関
連
す
る
記
錄
と
推
定
さ
れ
る
（
⑤
付
強
・
⑦
王
寧
も
同
樣
の
見
解
）。

⑺　

若
（
諾
）
之
、
Γ
。
有
司
令
水

「
若
之
Γ
有
司
令
」
は
、
反
面
（
ⅰ
）
に
も
見
え
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
一
部
を

用
い
た
記
述
も
あ
る
。「
若
之
」
に
つ
い
て
、④
張
惟
捷
は
後
代
の
用
法
か
ら
「
如

此
」
の
意
味
と
す
る
が
、既
存
の
甲
骨
文
字
に
若
に
助
字
と
し
て
の
用
例
は
な
い
。

⑦
王
寧
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
若
」
は
「
諾
」
の
初
文
あ
り
、「
之こ

れ

を
許
諾
す
る
」

の
意
味
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。

冒
頭
部
分
に
つ
い
て
、
③
（
お
よ
び
⑤
）
付
強
は
反
面
の
ⅰ
か
ら
「
乍
（
作
）」

を
補
う
べ
き
と
す
る
が
、
別
の
事
項
を
許
諾
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

「
Γ
」
に
つ
い
て
は
初
出
の
字
形
で
あ
る
。
④
張
惟
捷
は
「
用
牲
之
法
」
と
し
、

告
祭
の
一
種
と
す
る
。
甲
骨
文
字
に
頻
見
す
る
「
δ
」（
後
代
に
は
「
η
」
の
字

形
に
な
り
、『
說
文
解
字
』（
五
上
）
は
「
告
也
」
と
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
祭
祀

名
で
あ
り
、
ま
た
簡
冊
の
象
形
で
あ
る
冊
を
用
い
て
い
る
の
で
、
告
祭
と
す
る
推

定
は
妥
當
で
あ
る
が
、
本
件
の
「
Γ
」
は
い
ず
れ
の
部
分
で
も
犠
牲
が
全
く
記
さ

れ
な
い
の
で
、
祭
祀
名
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彳
（
ζ
）
は
行
く
こ
と
を
象

徵
し
て
用
い
ら
れ
る
部
首
な
の
で
、
字
形
通
り
に
解
釋
す
れ
ば
、
簡
冊
（
Π
）
を

箱
（
ε
）
に
入
れ
て
遠
く
に
送
る
（
ζ
）
の
意
と
な
り
、「
告
」
の
意
味
で
あ
る

と
し
て
も
、
告
祭
で
は
な
く
、
文
書
に
よ
る
通
告
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
⑦
王
寧
が
「
人
に
簡
書
を
持
っ
て
往
き
告
さ
せ
る
意
味
（
令
人
持

簡
書
往
告
之
意
）」
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。

「
γ
」
は
甲
骨
文
字
で
は
「
有
」
ま
た
は
祭
祀
の
汎
稱
の
「
侑
」
の
意
味
で
使

わ
れ
る
（
西
周
金
文
に
も
用
例
が
あ
る
）。「
有
司
」
に
つ
い
て
は
、
西
周
金
文
に

稱
號
と
し
て
多
く
見
え
る
が
、
既
存
の
甲
骨
文
字
に
は
稱
号
の
用
例
は
見
ら
れ
な
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い
（
祭
祀
名
と
し
て
の
「
侑
司
」
は
見
え
る
）。
甲
骨
文
字
は
多
く
が
殷
王
の
主

宰
（
王
卜
辭
）
で
あ
る
が
、
臣
下
を
稱
號
で
呼
ぶ
こ
と
少
な
く
、
そ
の
た
め
こ
れ

ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
下
位
者
か
ら
上
位
者
に

對
し
て
の
み
用
い
ら
れ
る
尊
稱
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
既
存
の

甲
骨
文
字
に
見
え
な
い
の
は
當
然
の
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
「
有
司
」

は
實
名
を
記
し
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
の
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
殷
代
に
お
け
る
「
有
司
」
の
地
位
・
職
能
な
ど
も
不
明
で
あ
る
が
、
本

件
で
は
常
に
命
令
者
と
し
て
記
さ
れ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
命
令
を
下
す
程
度
の

権
力
が
あ
っ
た
と
い
う
推
定
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
⑥
付
強
は
西
周
金
文
で
も
軍
事

の
記
述
に
「
有
司
」
が
多
く
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
、
④
張
惟
捷
は
Γ
を
祭
祀
と
す
る
こ
と
か
ら
「
γ
司
」
も
「
侑
司
」
と
釋

す
が
、前
述
の
よ
う
に
祭
祀
の
記
述
と
は
見
な
せ
な
い
。
そ
の
ほ
か
⑦
王
寧
は「
有

司
」
と
釋
す
が
具
體
的
に
意
義
を
述
べ
て
い
な
い
。

「
令
」
の
對
象
（「
水

」）
に
つ
い
て
、
下
部
が
缺
損
し
て
い
る
た
め
、
④
張

惟
捷
が
「
不
知
其
意
」
と
す
る
よ
う
に
、具
體
的
な
意
義
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

⑦
王
寧
は
「
渡
水
を
主
管
す
る
官
員
（
主
管
渡
水
官
員
）」
と
す
る
が
、
既
存
の

甲
骨
文
字
に
そ
の
用
例
は
な
い
。
な
お
、「
水
」
で
は
な
く
水
を
部
首
と
す
る
文

字
（
例
え
ば
沓
（
θ
）
な
ど
）
の
人
名
ま
た
は
動
詞
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

⑻　

﹇
有
﹈
司
令
弗
衣

、

⑺
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、
諸
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
冒
頭
は
「
有
司
」
と
考
え
る

の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

は
暫
く
前
述
の
よ
う
に
動
詞
と
し
て
讀
む
。

「
衣
」
に
つ
い
て
、
④
張
惟
捷
は
「
卒
」
と
し
、「
停
止
」
の
意
味
と
す
る
。
し

か
し
、
既
存
の
甲
骨
文
字
に
そ
の
用
法
は
な
く
、
そ
も
そ
も
衣
（
Ф
）
と
卒
の
初

文
（
Х
）
は
別
字
で
あ
る
（『
甲
骨
文
字
辭
典
』
四
三
二
頁
を
參
照
）。
⑦
王
寧
は

「
衣
服
」
の
意
味
と
し
、「
弗
衣

」
を
「
衣
服
を
着
ず
に
行
っ
て
水
に

浮
か
ん
で
（
泳
い
で
）
河
川
を
渡
る
（
不
穿
衣
服
而
行
泅
水
過
河
）」
の
意
味
と

す
る
が
、
甲
骨
文
字
に
は
泳
い
で
移
動
す
る
記
述
は
な
い
（
文
字
と
し
て
は
泳
の

初
文
の
永
（
ν
）
が
あ
る
）。
甲
骨
文
字
に
は
「
衣
」
に
副
詞
的
な
用
法
が
あ
り
、

そ
の
字
義
で
釋
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。
字
義
は
「
み
な
」
と
す
る
說
と
「
お
お

い
に
」
と
す
る
說
が
あ
り
（
松
丸
道
雄
・
高
嶋
謙
一
『
甲
骨
文
字
字
釋
綜
覽
』

二
五
〇
頁
、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
九
四
年
）、
暫
く
前
者
で
訓
讀
す
る
が
、

後
者
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。

に
つ
い
て
、
①
何
毓
靈
は
「
涉
」
の
異
體
と
す
る
。
④
張
惟
捷
・
⑦
王
寧

は
「
κ
」
の
異
體
の
「
ι
」
と
同
字
と
す
る
。
河
川
を
涉
る
か
舟
で
行
く
か
の
違

い
な
の
で
、
い
ず
れ
も
矛
盾
は
な
い
が
、
文
字
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
舟
（
λ
）

で
は
な
く
止
（
μ
）
の
よ
う
な
の
で
、「
涉
」
の
異
體
と
判
斷
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑼　

至
咸
。
涉
水
…

に
つ
い
て
、
①
何
毓
靈
は
「
速
」
と
隷
定
す
る
が
、
字
形
と
し
て
は

「
束
（
π
）」
に
從
っ
て
い
な
い
。
②
付
強
が
指
摘
す
る
よ
う
に
甲
骨
文
字
の
う
ち

で
は
「
ρじ

つ

」
の
初
文
（
σ
な
ど
の
字
形
）
に
近
い
。
た
だ
し
、
ρ
は
後
代
に
は
驛

傳
な
ど
を
意
味
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
甲
骨
文
字
に
は
本
件
を
含
め
て
詳
細
な
記

述
が
な
い
た
め
、
字
義
は
不
明
で
あ
る
。
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四

そ
の
ほ
か
、
④
張
惟
捷
は
「
ρ
」
か
ら
「
速
」
の
意
味
に
な
っ
た
と
す
る
が
、

甲
骨
文
字
に
は
そ
の
用
例
は
な
い
。
⑦
王
寧
は
「
ρ
」
を
上
古
音
で
字
音
が
近
い

「
迭
」
の
本
字
と
す
る
が
、
甲
骨
文
字
に
も
西
周
金
文
に
も
「
迭
」
は
見
え
ず
、

直
接
の
關
係
が
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
⑧
吳
雪
飛
・
⑨
顏
世
鉉
は
矢

に
從
う
文
字
と
見
な
し
て
「
疾
（「
は
や
い
」
の
字
義
）」
と
釋
す
が
、
上
部
は
矢

（
Ц
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
本
件
の
字
形
は
「
σ
」
と
も
異
な
っ
て
お
り
、
暫
く
そ
の
ま
ま
の
形

を
表
示
す
る
（
進
行
を
象
徵
す
る
足
の
象
形
の
止
（
μ
）
を
使
っ
て
お
り
、
後
に

續
く「
至
」と
あ
わ
せ
て
移
動
に
關
す
る
文
字
で
あ
る
こ
と
は
推
定
可
能
で
あ
る
）。

「
咸
」
に
つ
い
て
、
④
張
惟
捷
は
後
代
の
用
法
か
ら
「
副
詞
」
と
す
る
が
、
甲

骨
文
字
に
そ
の
用
例
は
な
い
。
甲
骨
文
字
で
は
王
名
（
大
乙
の
別
稱
）
ま
た
は
地

名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
地
名
の
用
法
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
甲
骨

文
字
で
は
咸
は
成
か
ら
未
分
化
で
あ
り
、大
乙
を
指
す
「
成
（
Ч
）」
の
意
味
で
「
咸

（
Ш
）」
の
字
形
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

末
尾
は
「
酉
（
τ
）」
の
上
部
が
見
え
る
が
、
別
字
の
一
部
か
も
し
れ
な
い
。

①
何
毓
靈
・
④
張
惟
捷
・
⑦
王
寧
は
奠
（
В
）
と
し
て
補
う
が
、
こ
れ
も
確
實
で

は
な
い
。

⑽　

﹇
諾
﹈
之
、
Γ
。
山
Л
（
散
）
子
С
（
宋
）

諸
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、他
文
（
⑺
な
ど
）
と
比
較
し
て
「
之
」
の
上
に
は
「
若

（
諾
）」
が
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
Л
」
が
「
散
」
の
初
文

で
あ
る
こ
と
、「
С
」
を
「
宋
」
と
釋
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

Γ
の
下
の
文
字
に
つ
い
て
、
①
何
毓
靈
は
「
山
」
と
す
る
が
、
④
張
惟
捷
は
⑸

と
字
形
が
異
な
る
こ
と
か
ら
「
火
」
と
す
る
。
④
張
惟
捷
は
「
火
散
」
を
「
農
業

活
動
に
關
係
す
る
（
當
與
農
業
活
動
有
關
）」
と
す
る
が
、
遠
方
に
行
っ
て
唐
突

に
農
業
活
動
を
お
こ
な
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
②
付
強
は
『
方
言
』
や
『
墨
子
』

な
ど
で
「
散
」
が
「
殺
」
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
も
同
義
と
し
、

さ
ら
に
⑦
王
寧
は
、
火
攻
め
を
表
し
た
文
字
と
解
釋
し
、
反
乱
を
起
こ
し
た
子
宋

を
火
攻
め
で
殺
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
甲
骨
文
字
で
「
子
某
」
と
呼
ば
れ
る
の

は
殷
王
朝
に
從
屬
し
て
い
る
領
主
で
あ
り
、
矛
盾
す
る
（「
子
某
」
に
つ
い
て
は

拙
著
『
殷
代
史
硏
究
』〔
朋
友
書
店
、
二
〇
一
二
年
〕
な
ど
を
參
照
）。
し
た
が
っ

て
、
戰
爭
に
關
す
る
記
述
と
し
て
も
、
②
付
強
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
味
方
で
あ

る
子
宋
が
敵
に
攻
撃
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
С
（
宋
）」
は
地

名
と
し
て
既
存
の
甲
骨
文
字
に
多
く
見
え
る
。
ま
た
「
子
宋
」
の
名
は
既
存
の
甲

骨
文
字
で
は
第
一
期

組
に
見
え
る
が
、「
侑
子
宋
（
子
宋
に
侑
せ
ん
か
）」（『
甲

骨
文
合
集
』
一
九
九
二
一
）
の
よ
う
に
祭
祀
對
象
に
な
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
本

件
の
「
子
宋
」
は
そ
の
次
世
代
の
人
物
か
も
し
れ
な
い
（
第
一
期
の
甲
骨
文
字
に

は
宋
伯
Ы
と
い
う
人
名
が
あ
り
、
こ
れ
が
本
件
の
子
宋
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
）。

な
お
、「
散
」
を
戰
爭
に
關
連
し
て
用
い
る
例
は
、既
存
の
甲
骨
文
字
に
は
な
く
、

②
付
強
が
戰
國
時
代
以
降
の
文
献
を
元
に
「
殺
」
と
し
た
の
が
正
し
い
と
は
思
わ

れ
な
い
が
、
反
面
の
ⅳ
と
同
樣
の
句
な
の
で
、「
敗
」
に
對
応
す
る
意
味
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
（
暫
く
そ
の
ま
ま
「
散
す
」
と
訓
じ
る
）。
さ
ら
に
⑤

付
強
で
は
上
古
音
を
元
に
散
│
沙
│
捷
の
音
通
を
想
定
し
て
「
捷
子
宋
」
と
す
る

が
、
捷
は
上
古
音
の
韻
母
が
葉
部
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
散
（
元
部
）・
沙
（
歌
部
）

と
は
對
転
や
旁
転
の
関
係
に
は
な
い
の
で
、
こ
れ
は
無
理
な
解
釋
と
言
わ
ざ
る
を



一
五

漢
字
學
硏
究　

第
八
號

得
な
い
（
そ
も
そ
も
甲
骨
文
字
に
「
沙
」
字
は
見
ら
れ
ず
、「
散
」
を
「
沙
」
の

意
味
で
用
い
た
例
も
な
い
）。

さ
ら
に
言
え
ば
、
甲
骨
文
字
に
は
狩
獵
で
火
を
使
う
記
述
は
あ
る
が
、
戰
爭
に

お
け
る
火
攻
め
の
記
述
は
他
に
例
が
な
い
。
一
方
、
甲
骨
文
字
に
は
地
名
と
し
て

「
山
」
が
あ
り
、
殷
〜
西
周
代
の
金
文
の
圖
象
記
号
に
も
見
え
る
が
、
本
件
と
同

じ
第
一
期
に
は
、「
山 
王
の
使
を
戴
く
か
」（『
甲
骨
文
合
集
』
三
二
九
六
七
）
の

よ
う
に
王
朝
と
の
敵
對
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
火
」
で
は
な

く
敵
對
勢
力
と
し
て
の
「
山
（
А
）」
の
異
體
（
Б
）
と
す
れ
ば
、
整
合
的
に
解

釋
で
き
、「
山 

子
宋
を
散
す
」
と
訓
讀
で
き
る
。
な
お
④
張
惟
捷
は
⑸
の
山
と
書

き
分
け
て
い
る
と
す
る
が
、
甲
骨
文
字
や
金
文
で
は
同
一
文
の
同
一
字
で
も
異
體

が
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
（
本
件
に
も
「
С
」
と
ⅵ
「
Т
」
が
あ
る
）。

地
望
に
つ
い
て
、
山
の
行
動
は
前
述
の
よ
う
に
王
朝
の
領
域
内
の
反
亂
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
宋
が
後
代
の
宋
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
河
南
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
古
代
に
は
同
名
異
地
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
確
實
で
は
な
い
。

⑾　

Γ
。
余
乃
司

「
余
」
に
つ
い
て
、⑦
王
寧
は
「
た
だ
商
王
の
み
が
自
稱
し
て
余
と
言
っ
た
（
唯

見
商
王
自
稱
曰
余
）」
と
す
る
姚
孝
遂
說
を
採
る
が
、
實
際
に
は
非
王
卜
辭
で
あ

る
子
組
や
午
組
で
も
使
わ
れ
て
お
り
、王
に
限
ら
な
い
自
稱
で
あ
る
（
た
だ
し
「
余

一
人
」と
言
っ
た
場
合
に
は
王
の
自
稱
）。
本
件
に
つ
い
て
は
、命
令
者
と
し
て「
有

司
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
命
令
を
受
け
る
身
分
の
者
で
あ
ろ
う
。
な
お

反
面
ⅱ
に
も
「
余
」
が
見
え
る
が
、
實
名
を
記
し
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
の
人
物
か

は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

「
司
」
に
つ
い
て
は
、
下
文
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
具
體
的
な
意
味
は
不
明
で

あ
る
。
④
張
惟
捷
が
「
待
考
」
と
す
る
の
も
や
む
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
本
件
に

は
「
有
司
」
の
語
が
あ
る
の
で
、
既
存
の
甲
骨
文
字
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、

殷
代
に
既
に
「
つ
か
さ
ど
る
」
の
意
味
が
出
現
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

「
乃
」
は
、
既
存
の
甲
骨
文
字
で
は
時
間
的
な
連
續
を
表
す
助
字
と
し
て
使
わ

れ
て
お
り
、「
今
日
、
父
丁
に
一
牛
を
告
げ
、
乃
ち
令
せ
ん
か
（
今
日
告
父
丁
一

牛
乃
令
）」（『
小
屯
南
地
甲
骨
』
九
六
五
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
こ
の
例
の
よ
う

に
「
乃
」
が
動
詞
を
導
く
例
も
あ
る
の
で
、「
司
」
を
動
詞
と
し
て
も
文
法
的
な

矛
盾
は
な
い
。

⑿　

ψ
（
觀
）
υ

第
一
字
に
つ
い
て
、
①
何
毓
靈
は
「
萑す

い

」
と
し
、
④
張
惟
捷
・
⑦
王
寧
も
同
じ

字
釋
で
あ
る
が
、
文
字
と
し
て
は
觀
の
初
文
の
ψか

ん

（
χ
）
の
略
體
（
φ
）
で
あ
る

（
寫
眞
版
が
判
讀
や
す
い
）。
字
義
に
つ
い
て
、
④
張
惟
捷
は
祭
祀
名
と
し
、
甲
骨

文
字
に
は
祭
祀
名
の
用
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
視
察
の
意
味
に
取
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
甲
骨
文
字
に
は
視
察
の
記
述
と
し
て
も
「
Г
方
出
づ
る
に
、
王 

觀
る
か
」

（『
甲
骨
文
合
集
』
六
〇
九
六
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
④
張
惟
捷
は
通
常
の
甲
骨
文

字
の
記
述
を
參
照
す
る
た
め
、
祭
祀
と
解
釋
す
る
部
分
が
多
い
が
、
宗
教
的
権
威

を
持
つ
殷
王
の
行
動
と
本
件
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
字
に
つ
い
て
、
①
何
毓
靈
は
「
υ
」
と
し
、
④
張
惟
捷
は
上
部
を
厥
の
初

文
の

と
見
て
鳥
名
の
「
鷢
」
と
釋
す
（
⑦
王
寧
も
後
者
に
從
う
）。
殷
代
の
甲
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骨
文
字
に
は

字
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
①
何
毓
靈
說
が
妥
當
で
あ
り
、
上
部

は
升
（
Д
）
の
略
體
で
あ
ろ
う
（『
甲
骨
文
字
辭
典
』
二
六
一
頁
を
參
照
。
厳
密

に
は
小
點
が
な
い
の
で
字
形
は「
斗
」に
該
当
す
る
）。
ま
た
、甲
骨
文
字
で
は「
υ
」

は
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（「
υ
に
在
り
」〔『
甲
骨
文
合
集
補
編
』

一
二
六
五
四
〕
な
ど
）
の
で
、
鳥
を
視
察
し
た
の
で
は
な
く
、
υ
の
地
を
視
察
し

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⒀　

雹
、
亡

冒
頭
部
分
に
つ
い
て
、
①
何
毓
靈
は
齊
と
す
る
が
、
菱
形
が
横
に
竝
ん
で
い
る

の
で
、
齊
の
初
文
（
Е
）
な
ど
で
は
な
く
、
④
張
惟
捷
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
ω
」

の
下
部
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。「
ω
」
に
つ
い
て
は
、
雹
と
釋
さ
れ
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、④
張
惟
捷
は
雨
（
И
）
の
異
體
と
す
る
李
學
勤
說
を
採
る
。

こ
れ
は
同
辭
同
字
の
異
體
と
解
釋
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
「
生
十
月
И
其

惟
ω
」（『
甲
骨
文
合
集
』
一
二
六
二
八
。
生
某
月
は
來
月
を
指
す
）
で
は
同
字
の

異
體
と
し
て
は
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
、
雨
と
は
別
字
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⒁　

…

④
張
惟
捷
は
「
余
」
の
一
部
と
す
る
が
、
辛
（
Й
）
や
牛
（
К
）
な
ど
の
可
能

性
も
あ
り
、
確
定
は
で
き
な
い
。

以
下
反
面

ⅰ　

乍
（
作
）、
若
（
諾
）
之
、
Γ
。
有
司
令
…

便
宜
上
、
反
面
を
後
と
し
た
が
、
反
面
が
先
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、

両
面
に
子
宋
の
記
述
が
あ
り
、
連
續
す
る
記
述
で
は
な
く
平
行
す
る
記
述
か
も
し

れ
な
い
。

「
乍
」
は
「
作
」
の
初
文
で
あ
る
。
⑦
王
寧
は
「
柞
」
と
し
て
「
木
を
除
い
て

田
地
を
開
く
（
伐
除
樹
木
開
辟
田
地
）」
と
す
る
裘
錫
圭
說
を
採
る
が
、
初
期
國

家
の
支
配
體
制
に
お
い
て
地
方
の
田
地
の
管
理
や
許
可
ま
で
し
て
い
た
と
は
思
わ

れ
な
い
。
ま
た
甲
骨
文
字
に
は
「
作
田
」
だ
け
で
は
な
く
「
作
邑
」「
作
宗
」「
作

官
（
館
）」
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

「
諾
」
以
下
は
正
面
の
⑺
と
同
じ
句
で
あ
る
。

ⅱ　

…
勿
其
隹
（
惟
）
余
爵
…

「
爵
」
に
つ
い
て
、
③
付
強
・
④
張
惟
捷
・
⑦
王
寧
は
、
西
周
末
期
に
斗
（
柄
杓
）

形
器
に
自
銘
と
し
て
「
爵
」
が
あ
る
か
ら
三
足
の
酒
器
は
「
爵
」
で
は
な
い
と
す

る
李
春
桃
說
（「
從
斗
形
爵
的
稱
謂
談
到
三
足
爵
的
命
名
」『
中
央
硏
究
院
歷
史
語

言
硏
究
所
集
刊
』
八
九
）
を
採
り
、「
觴
」
と
釋
す
。
し
か
し
、
李
春
桃
は
甲
骨

文
字
の
「
爵
（
Щ
な
ど
）」
の
上
部
が
金
文
の
「
爵
（

）」
と
異
な
る
こ
と
か

ら
「
寫
法
也
不
同
」
と
す
る
が
、
矢
印
型
に
強
調
記
号
の
小
點
が
加
え
れ
ら
れ
る

の
は
「
Ъ
」
か
ら
「
爾
」
へ
の
展
開
（
次
圖
參
照
・『
古
文
字
類
編
（
縮
印
增
訂
本
）』
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六
八
七
頁
）
な
ど
と
同
様
で
あ
り
、
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

後
代
に
斗
形
器
が
「
爵
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
甲
骨
文
字

の
字
形
は
下
部
に
足
が
あ
り
、
ま
た
上
部
に
突
起
が
あ
る
こ
と
も
一
致
し
て
い
る

（
次
圖
を
參
照
）
の
で
、
少
な
く
と
も
殷
代
の
資
料
で
は
「
爵
」
と
釋
す
べ
き
で

あ
る
。
な
お
、
爵
は
上
古
音
で
杓
と
同
部
（
薬
部
）
な
の
で
、
斗
形
器
の
名
に
用

い
ら
れ
た
の
は
單
に
假
借
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
件
の
爵
の
字
義
に
つ
い
て
、
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
酒
器
の
象
形
で
あ

る
か
ら
⑦
王
寧
が
「
飮
酒
」
と
す
る
の
は
妥
當
で
あ
ろ
う
。

語
順
に
つ
い
て
、
既
存
の
甲
骨
文
字
に
お
け
る
「
其
惟
」
は
、
そ
の
上
に
否
定

詞
が
来
な
い
こ
と
を
④
張
惟
捷
が
指
摘
す
る
が
、
詳
細
は
「
待
考
」
と
す
る
。
他

に
例
が
な
い
も
の
な
の
で
正
確
な
理
解
は
難
し
い
が
、「
其
」
は
あ
る
時
間
よ
り

も
将
来
を
表
す
語
で
あ
る
（
例
え
ば
『
甲
骨
文
合
集
』
三
五
三
九
七
な
ど
で
は
験

辭
の
中
で
の
時
間
關
係
を
表
す
た
め
に
「
其
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
か
ら
、
こ

の
用
法
が
「
其
惟
」
に
も
適
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、「
そ
の
後
、
私
は
飮
酒
し

な
か
っ
た
」
の
意
味
で
は
な
く
、「﹇
は
じ
め
は
飮
酒
し
た
が
﹈
そ
の
後
の
私
の
飮

酒
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
（「
勿
」
が
「
爵
」
で
は
な
く
「
其
惟
余
爵
」
の

全
體
に
か
か
る
）
と
す
れ
ば
整
合
的
に
解
釋
で
き
る
。

末
尾
の
文
字
に
つ
い
て
、
④
張
惟
捷
は
「
亡
」
と
し
、
矛
盾
は
な
い
（
正
面
⒀

を
參
照
）
が
、
缺
損
部
分
が
大
き
く
確
定
は
で
き
な
い
。

ⅲ　

之
。
二
人
曰
、
Н
（
盥
）
每
（
悔
）、
亦

「
二
人
」
が
い
ず
れ
の
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
點
は
、
上
部
の
缺

損
部
分
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

「
每
」
は
、
甲
骨
文
字
で
は
凶
事
が
起
こ
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
後
代

の
繁
文
で
は
「
悔
」
に
近
い
（
本
件
は
特
殊
な
内
容
で
あ
り
、
既
存
の
甲
骨
文
字

と
は
別
義
の
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
）。
そ
の
上
の
文
字
に
つ
い
て
、
①
何

毓
靈
な
ど
い
ず
れ
の
硏
究
者
も
「
罙
」
と
し
、ま
た
⑦
王
寧
は
「
深
悔
」
と
釋
す
。

し
か
し
、「
罙
」
の
確
實
な
初
出
は
東
周
代
で
あ
り
、
し
か
も
本
來
は
「
穴
」
に

中国社会科学院考古研究所『安
陽殷墟花園荘東地商代墓葬』（科
学出版社、2007 年）より引用
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一
八

從
う
文
字
（
例
え
ば
小
篆
の
字
形
は
「
М
」）
で
あ
る
か
ら
、
直
接
の
繼
承
關
係

は
認
め
ら
れ
な
い
。
既
存
の
甲
骨
文
字
で
は
皿
中
で
手
を
洗
う
形
の
盥
の
初
文

（
У
）
が
近
く
、
暫
く
そ
の
略
體
と
見
な
す
。
な
お
盥
は
甲
骨
文
字
で
は
地
名
ま

た
は
そ
の
領
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
件
と
矛
盾
は
な
い
（
⑤
付
強
は
釋

字
を
「
罙
」
と
す
る
が
、
甲
骨
文
字
で
は
固
有
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
）。

ⅳ　

…
Δ
（
茲
）
每
（
悔
）、
山
敗
子

冒
頭
部
分
に
つ
い
て
、④
張
惟
捷
は
「
諾
之
」
と
同
義
の
「
諾
茲
」
と
見
な
し
、

⑦
王
寧
も
こ
れ
に
從
う
。
し
か
し
、
既
存
の
甲
骨
文
字
で
は
「
茲
」
は
他
動
詞
の

目
的
語
に
は
な
ら
な
い
（
代
名
詞
と
し
て
は
主
格
の
み
）
の
で
、贊
成
し
が
た
い
。

⑤
付
強
は
「
令
」
を
補
う
べ
き
と
す
る
が
、
既
存
の
甲
骨
文
字
で
は
「
每
（
悔
）」

は
受
動
的
な
災
厄
と
し
て
の
み
使
わ
れ
て
お
り
、
能
動
的
に
使
う
例
が
な
い
。
た

だ
し
缺
損
部
分
が
大
き
く
、
ど
の
文
字
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

「
敗
」
に
つ
い
て
は
字
形
が
明
確
で
あ
り
、
字
釋
に
も
異
論
は
な
い
。

末
尾
に
つ
い
て
、③
（
お
よ
び
⑤
）
付
強
・
⑦
王
寧
は
正
面
の
⑽
と
同
じ
く
「
子

宋
」
と
す
る
が
、
他
の
「
子
某
」
で
も
矛
盾
は
な
い
。

ⅴ　

О
（
囿
）、
勿

（
禍
）、
女
（
毋
）
弗
…

冒
頭
の
文
字
に
つ
い
て
、①
何
毓
靈
は
「
圃
」
と
釋
す
が
、圃
の
初
文
の
甫
（
П
）

で
は
な
い
の
で
、
③
付
強
が
「
囿
」
と
し
た
の
が
一
般
的
な
釋
字
で
あ
る
。
作
物

を
植
え
た
耕
作
地
が
字
源
・
原
義
で
あ
る
。

第
三
字
に
つ
い
て
、
占
卜
に
使
わ
れ
る
肩
甲
骨
の
象
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
①

何
毓
靈
な
ど
い
ず
れ
の
硏
究
者
も
「
肩
」
と
隷
定
す
る
が
、
字
形
に
は
肉
（
に
く

づ
き
）
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
甲
骨
文
字
で
は
「
骨
」
あ
る
い
は
「
禍
」
の
意
味

で
使
わ
れ
て
お
り
、
字
形
は
そ
れ
ら
の
初
文
の
「

」
に
あ
た
る
。
本
件
は
身
体

に
關
係
す
る
内
容
で
は
な
い
の
で
、「
禍
」
の
字
義
で
あ
ろ
う
。

末
尾
の
部
分
に
つ
い
て
、①
何
毓
靈
な
ど
い
ず
れ
の
硏
究
者
も
「
女
弗
」
や
「
汝

弗
」
と
釋
す
る
が
、
本
件
・
本
行
の
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
二
重
否
定
の
「
毋
弗
」

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、甲
骨
文
字
に
は
既
に
二
重
否
定
の
表
現
が
見
ら
れ
、

「
勿
弗
其
戴
朕
使
（
其
れ
朕わ

が
使
を
戴
か
ざ
る
勿
か
ら
ん
か
）」（『
甲
骨
文
合
集
』

五
四
九
九
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

ⅵ　

敗
子
Т
（
宋
）、
以
黽

正
面
⑽
に
對
応
し
て
お
り
、
諸
氏
が
「
Т
」
を
「
С
（
宋
）」
と
同
字
と
す
る

の
は
妥
當
で
あ
る
。

「
黽
」
に
つ
い
て
、④
張
惟
捷
は
繁
文
の
「
鼄
」
の
讀
み
で
「
誅
」
の
意
味
と
し
、

人
牲
の
意
味
と
す
る
が
、
本
件
の
内
容
か
ら
祭
祀
の
記
述
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

⑦
王
寧
は
「
子
宋
を
誅
す
る
」
の
意
味
と
す
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
子
宋
は
王
朝

に
從
う
人
物
で
あ
る
。「
黽
」
は
既
存
の
甲
骨
文
字
で
は
祭
祀
名
の
ほ
か
凶
事
を

表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
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ⅶ　

三
日
Р
迺

「
Р
」
は
後
代
に
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
甲
骨
文
字
で
は
時
間
の
經
過
を
表
す

語
と
し
て
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。
當
日
か
ら
起
算
す
る
場
合
が
多
く
、
現
代
日

本
語
で
言
う
「
〜
日
目
」
に
相
當
す
る
。「
迺
」
は
、
甲
骨
文
字
で
は
時
間
的
な

先
後
を
表
し
て
用
い
ら
れ
る
。

訓
讀
（
…
…
は
缺
損
部
分
・
外
緣
部
、
□
は
目
的
語
な
ど
が
缺
損
し
て
い
る
も
の
）

正
面

…
…
⑵
之
に
在
り
て
牧
に
曰
い
、
…
…
⑶
﹇
有
司
﹈
牧
に
令
す
。

曰
く
、

…
…
⑷
□
に
迄い

た

る
も
、往
き
て

す
る
毋な

し
。
茲こ

れ
□
に
行
き
、…
…
⑸
水﹇
を

涉
る
﹈。
惟こ

れ

し
、
山
を

し
、
…
…
⑹
惟
れ
Τ
た
り
。
何か

を
征
す
。

惟
れ
…
…
⑺
之
を
諾
し
、
Γ
す
。
有
司
令
し
て
水
…
…
⑻
﹇
有
﹈
司
令
し
て
衣み

な

せ
ず
、
□
を
涉
り
…
…
⑼

し
て
咸
に
至
る
。
水
を
涉
り
、
…
…

⑽
之
を
﹇
諾
し
﹈、
Γ
す
。
山
子
宋
を
散
す
。
…
…
⑾
Γ
す
。
余
乃
ち
司
…
…
⑿

υ
を
觀
る
。
…
…
⒀
雹
ふ
る
も
□
亡
し
…
…

反
面

…
…
ⅰ
作
ら
ん
と
す
る
に
、
之
を
諾
し
、
Γ
す
。
有
司
令
し
て
…
…
ⅱ
其
れ
惟

れ
余
の
爵
す
る
勿
し
…
…
ⅲ
之
。
二
人
曰
く
、
盥
悔
あ
り
、
亦
た
…
…
ⅳ
茲
れ

悔
に
し
て
、
山
子
□
を
敗
り
…
…
ⅴ
囿
、
禍
い
勿
く
、
□
な
ら
ざ
る
は
毋
し
。

…
…
ⅵ
子
宋
を
敗
り
、
以
て
黽
に
し
て
…
…
ⅶ
三
日
Р
、
迺
ち
…
…

日
本
語
譯

正
面

…
…
こ
こ
に
あ
っ
て
牧
に
言
い
、…
…
﹇
有
司
﹈
が
牧
に
命
令
し
た
。

が
言
っ

た
、
…
…
に
迄い

た

っ
た
が
、
行
っ
て

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
□
に

行
き
、
…
…
川
を
涉
っ
た
。
こ
こ
で

し
、
山
を

し
、
…
…
こ
こ
で
凶
事

が
あ
っ
た
。
何か

が

を
征
伐
し
た
。
こ
こ
で
…
…
こ
れ
を
許
諾
し
、
文
書
で

通
達
し
た
。
有
司
が
命
令
し
て
水
…
…
﹇
有
﹈
司
が
命
令
し
て
み
な

せ
ず
、

□
を
涉
り
…
…

し
て
咸
に
至
っ
た
。
川
を
涉
り
、
…
…
こ
れ
を
﹇
許
諾

し
﹈、
文
書
で
通
達
し
た
。
山
が
子
宋
を
散
し
た
。
…
…
文
書
で
通
達
し
た
。
私

は
そ
こ
で
司
…
…
υ
を
視
察
し
た
。
…
…
雹
が
降
っ
た
が
□
は
な
く
…
…

反
面

…
…
作
る
と
い
う
こ
と
に
對
し
て
、
こ
れ
を
許
諾
し
、
文
書
で
通
達
し
た
。
有
司

が
命
令
し
て
…
…
そ
の
後
の
私
の
飮
酒
は
な
か
っ
た
…
…
之
。
二
人
が
言
っ
た
、

盥
に
凶
事
が
あ
り
、
ま
た
…
…
こ
こ
で
凶
事
が
あ
り
、
山
が
子
□
を
敗
り
…
…
囿
、

禍
い
が
な
く
、
必
ず
□
で
あ
っ
た
。
…
…
子
宋
を
敗
り
、
そ
し
て
凶
事
が
あ
り

…
…
三
日
目
に
な
り
、
そ
し
て
…
…

關
連
刻
辭

本
件
と
同
じ
よ
う
な
簡
冊
狀
刻
辭
が
『
甲
骨
文
合
集
』
一
四
九
二
五
（
左
圖
上
）

お
よ
び
同
一
四
九
二
六
（
左
圖
下
）
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
本
件
と
同
じ
く
第
一

期
典
型
賓
組
の
字
形
に
近
い
。

た
だ
し
、
本
件
が
行
幅
六
〜
九
㎜
程
度
で
あ
る
の
に
對
し
、
こ
れ
ら
は
そ
の
二
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二
〇

倍
ほ
ど
で
あ
り
、
同
一
片
で
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
（
ち
な
み
に
、
戦
國
時
代
の

竹
簡
と
比
較
す
る
と
本
件
の
方
が
近
い
サ
イ
ズ
で
あ
る
）。
ま
た
、
こ
の
二
片
に

つ
い
て
も
直
接
的
に
は
綴
合
で
き
な
い
。

『
甲
骨
文
合
集
』
一
四
九
二
五
の
第
二
行
末
尾
の
文
字
、
お
よ
び
同

一
四
九
二
六
の
末
尾
の
文
字
は
、
他
に
例
が
な
い
字
形
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず

れ
も
以
下
の
部
分
が
缺
損
し
て
い
る
た
め
、
字
義
や
品
詞
は
不
明
で
あ
る
。

内
容
に
つ
い
て
、
④
張
惟
捷
は
「
家
譜
刻
辭
」
と
す
る
が
、
短
文
の
た
め
明
ら

か
で
は
な
い
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）


